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【はじめに】

サルコペニアおよびフレイルの予防は、

透析患者のＱＱＬとＡＤＬの低下を防ぎ、

生命予後の改善に重要である。



【目的】

今回、エルゴメーターによる運動
を行っている患者様に対し、導入
後の筋肉量を体組成計で比較検討
する。



【方法】
エルゴメーターのみの運動を行う６５歳以上の独歩可能

な患者１０名（男７名 女３名 平均73.5±7.95歳）

2013年から2018年にかけて透析後に体組成計にて筋肉量

を測定した。

（補助運動 10分 5分休憩 自走運動 10分の運動を透析

前半に施行）



【結果】

男女ともに、大きな値の変動は見られな
かったが、高齢者に筋肉量の低下が起こ
らなかった。



【原疾患および透析年数】
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【筋肉量の変化】
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【疾患別筋肉量の推移】
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【考察】

エルゴメーターによる運動は、抗重力筋と持続力をつかさどる

遅筋(赤筋)を鍛える効果があるとされる。しかし、立位を保ち、運動

能力を維持するためには、前述した遅筋(赤筋)と筋力(瞬発力)をつ

かさどる速筋(白筋)をバランスよく鍛える必要があるとされている。

レジスタンス運動は、筋繊維を肥大させ、速筋(白筋)を鍛え、

筋力を増加する効果があるとされる。双方をバランスよく鍛える

ためには、遅筋(赤筋)を鍛えることに適しているエルゴメーターに

よる運動に加えて、レジスタンス運動も行う必要があると思われる。



【まとめ】

今回の結果を踏まえ、エルゴメーターによる有酸素運動に

加えてレジスタンス運動を導入することにより、筋力・その他

血液検査等どのような影響が現れるのかを、持続的に調査し、

引き続き運動療法を継続していきたい。
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筆頭発表者 横山和子

第6４回透析医学会学術集会において、
ＣＯＩ開示が必要な関連企業

はありません。


